
川崎医科大学中期目標・中期計画（令和７年度～令和 11年度） 

 

 建学の理念に基づいた教育・研究活動を持続的に向上させて、社会のニーズに応え得る「良医」を

育成する。さらに教育・研究成果を広く国内外に向けて発信し、グローバル化する社会の発展に貢献

する。その実現に向けて以下の目標・計画を立て、大学の諸活動を促進する。 

 

Ⅰ．教育に関する目標・計画 

 １ 大学の理念を共有し、社会に貢献する「良医」を養成する 

 ２ 更なる教育の質の向上を目指す 

  (1) 国際水準の医学教育を目指す 

  (2) ICT教育を活用した授業を充実させる 

  (3) 診療参加型臨床実習を充実する 

  (4) 多職種連携教育を推進する 

  (5) 学生の技能・態度の評価方法を開発し、形成的評価を充実させる 

   (6) 学生やステークホルダーの教育関連委員会への参画を促進する 

  (7) 分野別・機関別認証評価で指摘された課題を改善する 

    (8) 教育プログラムと授業の質を向上させて共用試験・国家試験の成果を挙げる 

 ３ 教育環境の整備を推進する 

  (1) 附属図書館の学術情報資源を充実させる 

  (2) 社会や患者のニーズを踏まえて教室を新設する 

 ４ 優秀な教員を確保し育成する 

  (1) 大学の理念を共有し、教育・研究・臨床に貢献できる教員を確保する 

  (2) 適切な教員組織を編制する 

  (3) 教員・教室の評価システムを確立する 

  (4) 教職員の業務能力開発のために、FD・SDを組織的・体系的に行う 

 ５ アドミッションポリシーに適合した医学生・大学院生を確保する 

  (1) 卒業時到達目標を達成しうる学生を確保するため、選抜方針を改訂し、入試広報活動を強化

する 

  (2) 大学院在職進学制度を活用し、大学院入学生を増加させる 

 ６ 学生の支援を行う 

  (1) 学友会活動充実のための支援を行う 

  (2) 学生の健康管理を充実させる 

  (3) 学生のニーズに合ったきめ細かい学生指導を行う 

  (4) 保護者会の協力も得て修学を支援する 

 

Ⅱ．研究に関する目標・計画 

 １ 研究体制を充実させる 

  (1) 質の高い臨床研究・医学研究に向けて、国内・国外との多施設共同研究を推進する 

  (2) 研究倫理を周知徹底する 



  (3) 研究活動活性化のため、中央研究センターの効率的・機動的な運営を行う 

  (4) 研究支援部門の体制を強化する 

  (5) 発表論文数や獲得研究費など多角的な研究活動評価を行う 

  (6) 川崎医学会の活動を充実させる 

 ２ 研究経費を有効活用する 

  (1) 教員研究費及び医科大学プロジェクト研究費を有効活用する 

  (2) 外部の競争的資金（科研費・AMED研究費等）獲得を促進する 

 ３ 産学官連携研究を推進する 

  (1) 企業との共同研究を推進する 

  (2) 特許の出願を推奨する 

  (3) KMSメディカルアーク等の産学官連携事業を活性化する 

 

Ⅲ．連携・貢献、交流に関する目標・計画 

 １ 社会連携・貢献、地域交流を進める 

  (1) 市民公開講座等の情報を発信する 

  (2) 児童・生徒に医学・医療福祉の理解を深める、「かわさき夏の子ども体験教室」を継続する 

  (3) 現代医学教育博物館の展示内容を充実させ、医療人・地域住民の利用を促進する 

  (4) 県内の大学と教育研究資源を共有し、協調して地域固有の課題の解決を支援する 

 ２ 国際交流を推進する 

  (1) Oxford大学(Green Templeton College) 等との交流プログラムを進展させる 

 ３ 附属高校との連携を促進する 

  (1) 「良医」を目指す体験型授業「ドクターロード」の更なる充実に協力する 

 

Ⅳ．管理・運営に関する目標・計画 

 １ 大学の管理・運営の充実を目指す 

  (1) 中期目標・中期計画、年度事業計画の達成評価に KPIを活用する 

 ２ 内部質保証を推進する 

  (1) 教学マネジメントを推進する 

  (2) 継続的に点検・評価を実施し、その結果に基づいて改善する 

  (3) 教育の質向上を検証し、促進する 

  (4) 内部質保証推進システムを機能させる 

 ３ 働きやすい職場環境を整備する 

  (1) 教員の柔軟な働き方を導入する 

 ４ 安定した財政基盤に基づく健全な大学運営を行う 

  (1) 温暖化対策を推進し、省エネルギー化を促進する 


